
第三週 常にささげる全焼のささげ物――生きた犠牲 2017 WT 3c  黙想のまとめ

* Ⅰ-Ⅱ：全焼のささげ物

Ⅰ 全焼のささげ物はキリストを予表します:
①

彼は神のために完全で絶対的な生活を送り、
②

また私達にそのような生活をさせることを可能にするための命です
• 人の最初の問題は神のためでないということです､レビ記で最初に述べられているささげ物は全焼のささげものです レビ記1:3その人のささげ物が…全焼のささげ物であるなら…

私達は、自分が神のために絶対的でないこと、また自分の中では神のために絶対的になることはできないことを認識する必要があります。
それから、私達はキリストを私達の全焼のささげ物とする必要があります

• キリストだけが完全に絶対的に神のためです、彼は神に制限された生活を生き、神のために完全な生活を生きました
キリストの全焼のささげ物の生活：彼は自分の意志に従わず、自分から何も行なわず、自分の言葉を語らず、自分の働きをせず、自分の栄光を求めませんでした
ヨハネ5:30私は自分の意志を求めないで、私を遣わされた方のみこころを求める…。 ヨハネ4:34…私の食物とは、私を遣わされた方のみこころを行ない、彼のみわざを成し遂げることである

Ⅱ 全焼のささげ物の予表において、神聖な三一が啓示されています
• 六つの主要な項目はすべて神聖な三一と関係があります

1全焼のささげ物(ささげ物),2集会の天幕(ささげる場所),3祭司(奉仕する方)はすべてキリストを予表します へブル5:6…あなたはメルキゼデクの位による永遠の祭司である
4火は神を表徴します,神は5 受け入れる方です,6洗う水は聖霊を予表します へブル12:29…私達の神は、焼き尽くす火でもあるからです

* 常にささげる全焼のささげ物

Ⅲ 今日の負担：私達は常にささげる全焼のささげ物を必要とします
• 神の民は毎日、全焼のささげ物をささげなければなりませんでした、このゆえに青銅の祭壇は特に、「全焼のささげ物の祭壇」と呼ばれていました
• 全焼のささげ物は常にささげるささげ物であり,朝だけでなく、夕にもささげる必要がありました。火は絶えず燃えているべきであり、日夜燃えていなければなりませんでした

民28:3-4あなたがたがエホバに献げる火によるささげ物…すなわち常にささげる全焼のささげ物として、一頭の小羊を朝にささげ、もう一頭の小羊を夕暮れにささげなければならない．
レビ6:9…全焼のささげ物は祭壇の火床の上に、夜通し朝まであるようにし、祭壇の火はそこに燃え続けさせなければならない。

• ですから、主が再び来られるまで、私達は燃やされる生活をすべきです
詩119:147-148私は夜明けに先立って目覚め、叫び求めます．私はあなたの言葉を待ち望みます。私の目は夜の見張りに先立って目覚め、あなたの言葉を思い巡らします
39:3…私が黙想していたとき、火は燃え上がった… 

* Ⅳ-Ⅴ:生きた犠牲

Ⅳ 私達の日常生活：献身して生きた犠牲となる
• 全焼のささげ物は、私達が自分を神に、生きた犠牲としてささげることです（生きた犠牲）

ローマ12:1…あなたがたの体を、神に喜ばれる、聖なる、生きた犠牲としてささげなさい．それが、あなたがたの理にかなった奉仕です。

• 日ごとに自分を新たに神にささげるべきです（献身の更新）
ローマ6:6…私達は次のことを知っています.私達の古い人が彼と共に十字架につけ訓練のは…私達がもはや、奴隷として罪に仕えることがないためです…
ローマ6:13あなたがた自身を神にささげ…義の武器として神にささげなさい

Ⅴ 私達のあらゆる奉仕:全焼のささげ物の祭壇の火から始まらなければならない
• 奉仕の根拠は火でなければならない レビ6:13火は祭壇の上で絶えず燃え続けさせなければならない,それを消してはならない 出3:2…いばらやぶは火で燃えていたが…燃え尽きなかった。

• 奉仕は火の結果でなければならない,私達が召会生活の中で神にささげる奉仕は､神の火の燃えることから出て来ていなければならず､またこの火の結果でなければなりません
エレミヤ23:29エホバは告げられる、私の言葉は火のようではないか 詩39:3…私が黙想していたとき、火は燃え上がった…
2テモ1:6あなたの内にある神の賜物を、再び燃え立たせなさい ローマ12:11熱心で怠けることなく、霊の中で燃え、主に仕えなさい！
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